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抄　録：本論は技術科教育の授業の流れの中で教師の意図と生徒の願いを一体化した評価目標をど

のように設定すればよいかを次の5点に論点をしぼって具体的に提案したものである。

1）教育課程の全体構造からみた技術科教育

2）技術科教育の目標

3）技術科教育の授業の系列（構造）

4）技術科教育の評価システム

5）技術科教育の授業における評価目標の構想

これらの追究によって得られた評価改善の方策は，授業の構成に集約できる。授業の構成はまず，

評価目標の内，到達目標を授業の骨子として設定し，到達目標を節として方向目標を設定し，授業全

体を直接体験やプロジェクトを取り入れて体験目標を設定することであった。

索引語：技術科教育，評価目標，評価の改善

Abstract：The purpose of this studyis to evaluate the degree of achievementin

technical education，referrlng tO theintention of teachers as well as the consciousness of

Students．This study also makes clear theimprovement of the students’work on the

basis of the followlng five pointsin technical education．

1）the relationship between technical education and the whole curriculum．

2）the purpose oflearningin technicaleducation．

3）the structure of student’s workin technical education．

4）the system of evaluation for the teaching－learning processin technicaleducation．

5）the object of evaluationin technicaleducation．

Key Words：teChnical education，Object of evaluation，improvement of evaluation
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は　じ　め　に

技術科教育においては，教師は生徒に何（指導内容）を教えれば技術を習得させるきっかけを

作り得るのかが教育現場での懸案事項であった。これについては学習指導要領には目標と内容は

示めされていて，その上に，一部には「技術とは何か」或は「学習指導要領の目標分析」から指

導内容を割りだす実践もなされてきた。授業における指導や評価もこの系列の中で教師がそれぞ

れに，生徒に期待する変容を設定し，その到達点から評定をしてきた。以後，教師が授業で生徒

に期待する変容を評価目標と呼ぶことにする。しかし，教育現場での生徒の興味関心はこうして

割りだされた技術科教育の指導内容とは必ずしも一致するものではない。その上　単位時間の指

導や評価は担当教師に委ねられている。そこで，担当教師は，生徒に興味関心をひくために「生

徒が喜ぶ製作品」を求めて題材を選定し，自分の選定した題材に合わせて教科書の内容から指導

内容を設定するか，自分の思い付いた教材をプリント等に整理して指導内容を設定しているのが

実状である。このようにしていると，生徒は学習に対する見通しを持てないばかりか学習をする

手がかりもつかめないことになり，単なる「先週の続き」の学習となり，緊張感をなくしてしま

う結果となる。これは，根本的には単位時間の授業の流れの中で指導内容は設定されていても，

生徒の願い（変容）に適合する評価目標が設定されていないためである。生徒の願いに合った評

価目標を設定するために，技術科教育の教科としての位置を整理し，教科の目標を授業と結び付

け易いように評価を構造化し，評価目標の構想と分類を提示した。

技術科教育の教科としての位置（教育課程の全体構造からみた技術科教育）

もともと，学校における教育は第1図のような構造を持っている。この内，教科教育の一部と

して学校現場で具体的な姿となって現れる技術科教育は，生徒が実践的体験的な学習を通して課
1）

題解決をしていけることを育成する方向を持ちながら，領域構成は現在の生産部門から限定的に
2）

なされている。技術は人間が価値形成性を有する目的を設定し，目的実現に向けて英知（科学，

学問，文化遺産を個人として集大成したもの）を駆使して目的に到達し，さらに次元の高い目的
3）

を持っ過程の中で育まれるもので，人間形成としての倫理性にうらうちされたものである。技術

科教育が教科教育で果たすべき役割は学校の教育活動の全体の中で「操作能力」を有機的に育成
4）

することである。したがって，「操作能力」を育む技術科教育は学校教育の中で生徒に「直接体

験」の場やプロジェクト等を設定して展開しなければならない性質のものである。

技術科教育の目標

一般に，技術科教育ではすぐに役立っ人材の養成に目を向けて，工具の取り扱いの技巧に中心

をおいて技能の訓練をさせたり，装置のメカニズムを記憶させたりすることが学習内容となりが

ちである。技術は根本的には，技術目的を実現するために生産上の課題を現実の物に凝集して課

題を解決するところにある。技術科教育は技術目的を実現するための課題を解決するのにどのよ

うな法則が知られ，使われているかをこどもに体得させるところにあるはずである。こどもはと

かく日常の技術の成果を見落としがちである上に，プロジェクトをもって実践的な活動をする場
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第1図　技術に焦点をあてた′千校教育の構造
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も少ない。現在，生活が複雑多様化する中で，もし，こどもに技術科教育がなくなれば，こども

は技術の成果を自ら受け止めて開発する意欲は希薄になり，誰かの手によって作られた技術に

よってしか生きて行くよりしかたがなくなってしまうであろう。その時にはすでに，こどもは自

分の手で技術をコントロールしたり，技術の方向を決めたりすることが不可能になっていくこと

になる。したがって，技術科教育の目標は授業の中で，生徒に技術の成果を「知らせ」「考えさ

せ」「体得させ」て，それを通して，本物の技術に触れ，追求していくきっかけを作るところに

ある。このような観点から技術科教育の目標を教科及び学習指導要領の理念から構造的に整理し

てみた。

1技術科教育の教科の目標の枠組み

学習指導要領を中心に教科の目標の枠組みを整理してみると第2図となった。これらは教師が

評価をしていく上で基盤となるものであるが，教科の目標を確固たるものにするために第2図を

中心に若干の問題点を指摘しておくことにする。「生活に必要な基礎的な知識と技術」について

第2図　技術科教育の教科の目標の枠組み
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は木材加工，電気（以上必修）・金属加工，機械，栽培，情報基礎（以上選択）として生徒の活

動（作業）の異体的な範囲が示されている。これらを技術の範囲であると捉えるならば，技術の

本質からの検討の余地が残されている。「家庭生活や社会生活と技術とのかかわり」については

上記の各領域に応じて生徒の学習についての具体的な対象が示されている。これらを生徒の技術

への対処としての学習と捉えるならば，生徒の発達と技術の基本との関連を十分に吟味する必要

がある。「進んで工夫し創造する能力と実践的な態度」については上記の各領域で育むべき能力

が示されている。これらを技術を通してできる生徒の自己概念の形成として捉えるならば，学校

教育全体の立場から他の教育活動とのかねあいからの十分な吟味が必要である。

2技術科教育の教科の内容（指導項目）の概念

技術科教育の教科の内容は，現代の科学，技術，文化のそれぞれの達成（成果）をより一層反

映させるという側面と，学習者の課題意識発達を伸ばすという側面とがある。一方は教師の姿勢

を作り，他方は生徒の構えを作る。この両者が一体化した中で教科の内容を取り出すのが指導項

目の概念である。現実には指導項目は単位時間の教授・学習過程に実現可能なように収めるべき

第3図　教科の内容（指導事項）の構造
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である。学習指導要領を中心に指導項目を整理してみると，指導項目には，文末に「知ること」

「できること」「考えさせる」の表現があり，単位時間の教授・学習過程の目標として適用できる

ようになっている。第3図は学習指導要領の指導事項と授業の眼目となる「技術の成果に触れ

る」と結び付けようとしたものである。「知ること」は教授・学習過程では生徒が本物の技術に

出会うことであり，いままでの知識を飛び越えて技術の成果を知ることが「技術の成果に触れ

る」に結び付く。「できること」は教授・学習過程では生徒に直接体験をさせたり，プロジェク

トを完遂させて主体的に実践させることであり，自ら（進んで）技術に対処することが「技術の

成果に触れる」に結び付く。「考えさせる」は教授・学習過程では生徒はお互いに（教師を含め

て）考えを交あわせて技術の社会性を問うことであり，「知ること」「できること」で得た技術の

成果を吟味することが「技術の成果に触れる」に結び付く。これらは授業における学習内容の本

質であると考えた。

技術科教育の授業の系列（構造）

技術科教育においては生徒に技術の成果に触れる知識の習得，思考，体得，納得を得させる授

業を設定することが必要である。先に指導事項と教授・学習過程を結び付けたが，授業として再

びまとめることにする。授業では生徒がいままで知らなかった，気付かなかった本物の技術に出

会わせるように教師が授業の骨子を作ること，教師がプロジェクトや直接体験の場を設定して，

生徒に達成可能な技術目的の基に生徒自らを対処させること。生徒が生徒なりに達成した指導目

的の成果を教師を交えて生徒同士で生活とのかかわりで吟味させることである。技術科教育はこ

れらが集大成されて生徒が技術の成果に触れていくという授業の構造を持っべきである。（第4

第4図　技術科教育の構造
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図）

技術科教育における評価の構造

この授業構造（第4図）の実践を推進するためには，教師の意識と生徒の意識の一致点の中で

授業が営まれる必要がある。この一致点として評価目標を設定することにした。

教師の意図は教科目標の達成にあり，生徒の願いは授業による自己の高まり（変容）である。

生徒の変容は教師が期待することから始まる。この教師の期待が評価目標設定の出発点となる。

評価目標を設定するには教師の側で目標を分析し，授業を構造化し，授業において教師が生徒

になんらかの変容を定めることであり，生徒の側では授業を受けることによって本物の技術に触

れて自分にも何かができるという気配を感じるという状況が得られる授業の場が作られることで

ある。第5図は教師の期待から生徒が自分にも何かができるという気配を感じるまでを技術科教

育の授業に適合するように実践的な考察に基づいて技術科教育の評価システムとして設定したも

のである。

第5図　技術科教育における評価システム
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技術科教育の授業における評価目標の構想

1授業実施による評価目標の摘出

昭和63年及び平成元年に京都市の中学校A，B，C，D，Eの5校の1年生，各1クラスで，

木工領域「のこぎりびき」を題目として授業を第5図の評価のシステムに基づき実践した。授業

実践にあたっては，1）指導目標を決め，2）行動分析をして，3）第6図の授業実践①～③の

ように場面を設定して指導過程を組んで，評価目標が摘出できるようにした。その結果，それぞ

れの授業実践において生徒の達成の傾向が得られた。これは教師にフィードバックでき，評価目

標につながるものであり，技術科教育にかなう評価目標を設定していく見通しをっけることがで

きた。

題目「のこぎりびき」

1）指導目標の決定

指導目標を決定するために，いままでに検討した教育課程全体の構想からの技術科教育の本質，

学習指導要領を中心とした教科目標と指導項目との関連，及び授業における評価の位置のそれぞ

れから検討した。これらの検討結果から，「木工具を適切に使い，切断ができる」を例にして，

生徒が具体的に到達可能な指導目標をまとめた。（第1表）

第1表「木工具を適切に使い，切断ができること」に含まれる具体的指導目標

知 る こ と 考 え させ る こ と で きる こ と

・た て び き用 とよ こび き用 の の

こ ぎ りの 刃 の 違 いを 知 る

・切 削 作 用 は， 切 削 の 良 否 が 刃
物 の 刃 先 の 状 態 だ け で な く，

切 削 角 や逃 げ 角 も知 る

・の こ ぎ りの 構 造 ・働 きを 知 る

・木 材 の繊 維 方 向 ， 木 裏 ， 木 表

とか ん な削 り の 方 向 ， 板 材 ，

角 材 の こ ぐち削 りの 要 領 を把

握 す る

・製 作 図 が 寸 法 通 りか ど うか を
調 べ ， 加 工 不 良 の箇 所 が あ れ

ば 修 正 す る

・工 具 の構 造 や 働 き に基 づ い た
科 学 的 考 察 を お ろ そか に しな

い

・部 品 の 加 工 上 の 誤 差 は相 互 関
係 を考 えて 修 正 す る

・加 工 部 分 の 測 定 を行 な い な が
ら加 工 す る （測 定 の必 要 性 ，

許 され る誤 差 の 範 囲 と程 度 の

理 論 ）

・切 り代 や削 り代 の 目安 を把 握

す る

・け が き線 に沿 った 的確 な の こ
ぎ りび き が で き る

・工 具 を適 切 に使 用 で きる

・安 全 な作 業 が で きる

2）行動分析

「のこぎりびき」はある意味では熟練者の仕事で集大成される。生徒が熟練者に近付くために
5）

は，熟練者（この場合は教師も含む）の行動分析をすればよいという考えがある。第2表はこの

考えを基に「のこぎりびき」について行動分析した結果である。
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3）授業実践

以上のように指導目標，行動分析を基に，授業の目標，内容を設定して授業実践をした。その

結果を第6図にまとめた。

第6図　授業実践①～③のまとめ
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2授業実施による評価目標の設定

1）評価目標の分類

授業実践結果から，授業においては，評価目標は全生徒が到達可能な目時及び生徒個々で到達

点が多様化してしまう目標とがあることが判明した。生徒個々で到達点が多様化してしまうのは，

生徒がある現象を見て深い思考をしたり，作業をしていて工夫の兆しが見えたり，作業（仕事）

によって成功感，満足感を得たりすること等である。これらの評価目標は教師が一律に設定すべ

きではなく，生徒それぞれの個性を大切にしなければならない。以上の授業実践結果を基に評価

目標を一般的な形で整理し，次の①～③のような分類にした。

①　全生徒に不可欠な評価目標

全生徒に不可欠な評価目標とは，ある限定された知識・能力が完全に身についていることが要

求される目標，たとえば，図面が読めるとか図面の寸法を材料に移しとれる等，どうしてもその

目標にまで到達していなければ先へ進めない目標である。これを到達目標と呼ぶことにする。

②　方向性を持っ評価目標（生徒個々で到達点が多様化してしまう目標その1）

方向性を持っ目標とは，あることができるだけよくなることが好ましいような目標，たとえば，

のこぎりびきができるだけ上手になったはうがよいというもので，これを方向目標と呼ぶことに

する。

③　体験的な目標（生徒個々で到達点が多様化してしまう目標その2）

体験的な目標とは，指導の目標として，特になんらかの体験の生起をねらう場合に用いるもの

で，ある体験をさせてすぐに効果がでてくるわけでも一義的にその効果を想定するわけでもない。

しかし，生徒の将来の生長・発達にとって基礎となるような発見，感動，ふれあい等の体験を特

に目標として設定することが必要である。体験目標が達成されたかどうかは，それが生起したか

どうかという点から把握できる。たとえば，作品を完成させて成就感を味わえたとか，研究或は

仕事（作業）の成果が発表できて満足感を得た等といったものである。これを体験目標と呼ぶこ

とにする。

2）評価目標と評価の観点との関連

以上の授業実践から得た3つの評価目標をさらに，知識・理解，技能，生活や技術に対する関

心態度といった3つの評価の観点領域と関連させて先の「のこぎりびき」の授業にあてはめて具

体的に評価目標を整理すると次のようになる。

①　知識・理解

知識は理解の所産であり，定義的，意味的知識と手続き的知識とがあるが，知識は生活及び

諸々の問題解決に対して機能的関連（働き）を持っことができるものとする。知識の到達度は最

も一般的には知識の量として測定できる。たとえば，のこぎりの種類，各部の名称，構造，働き

等を覚えているか覚えていないか，或は材料の性質，材料に応じたのこぎりの使い分けが説明で

きるかできないか等が到達目標として設定できる。また，生徒にとっては深く追求しなければ理

解，納得ができない両刃のこぎりの切削角度，切削の仕組みが説明できるかできないかはむしろ，

方向目標として設定する必要がある。また，体験目標としては，のこぎりで切れる仕組みが説明

できて満足感を得る等が設定できる。

②　技　　　能

技能はまず，知識・理解とオーバーラップする手続き的知識を所有していなければならない。
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たとえば，のこぎりびきの技能を身につけるのに，のこぎりの選択の仕方やのこぎりびきの仕方，

材料の固定の仕方といったものである。技能はその上，この理解と知識を一定の目的に合致する

ようにほとんど無意識に行動するという側面がある。これは，図面を準備し点検をしながら自分

でのこぎりびきができるかできないか，仕事（作業）を完遂させるかさせないか，材料の固定と

操作行動ができるかできないかといったものである。これらは到達目標として設定できる。さら

に，技能として，その作業，操作の程度っまり，「正確にできる」「早くできる」「ちみつにでき

る」等の目標があるが，これはむしろ，方向目標と考えるべきであろう。また，体験目標として

は，のこぎりを自分で選択できる自信を持っや，部品の切断が最後までできて満足感を得る及び，

のこぎりびきが図面通り（けがき線通り）できて成功感を味わう等が設定できる。

③　生活や技術に対する関心態度

態度には「……しようとする」といった人間の行動に対する準備状態と，「……をする」と

いった人間の行動の決定の状態とがある。その具体的例をあげると次のようになる。

到達目標となり得るのは，「準備をしっかりやっている」「のこぎりの手入れをして安全に作業

している」「最後までやり遂げた」「後始末をきっちりやっている」等といったもので，観察に

よって測定できる。なお，「合理的にやろうとしている」「工夫しようとしている」等は方向目標

と考えるべきであろう。また，体験目標としては木を切断するのに先人がどのように工夫してき

たかを振り返り，日常使う道具を「技術」の観点から見ることができ，充実感を味わう等が設定

できる。

なお，「忘れ物がない」「協力している」「早く来てやっている」「てきぱきと働く」「班の中で

積極的にまとめ役になる」「ノートをきっちりとっている」「はきはきと答える」等が授業中に観

察できるが，はたしてこれらがどこまで技術・家庭科の関心態度に結び付くのか研究の余地があ

る。なお，これらの評価の観点領域の評価目標を決定するには生徒の行動に最も影響を与える生

徒自身の自己調整（メタ認知）が大切である。以上のことをまとめて第3表に示した。

第3表「のこぎりびきをする」授業における評価目標（例示）
評価 の観点

評価 の目標

知 識 ・理 解

（定 義 的 意 味 的 知 織 ）

「‾元 姦 ‾二面 彿 哀 示 謹 彿 ‾‾

：　 （手 順 的 知 識 ）

l

l
l
l
l
ll

技　　　　 能
生 活 や 技 術 に 対 す る

関 心 態 度
（自 己 調 整 ）

体　 験　 目　 標

の こ ぎ り で 切 れ る仕 組

み を 説 明 で き て 満 足 感

を 得 る

：の こ ぎ り を 自分 で 選 択

l
l で き る 自 信 を 持 つ

l
l
l
ll
l
l
l
l
l
l

l
l
の こ ぎ り び き が 最 後 ま

で で き て ， 満 足 感 を 得

る

の こ ぎ り び き が 図 面 通

り （け が き 線 通 り ） で

き て 成 功 感 を 味 わ う

木 を 切 断 す る の に 先 人

が ど の よ う に 工 夫 し て

き た か を 振 り返 り， 日

常 使 う 道 具 を 「技 術 」

の 視 点 か ら 見 る こ と が

で き， 充 実 感 を 味 わ う

の こ ぎ り び き の 失 敗 の

原 因 を 握 み ． 自 分 な り

に や り 遂 げ た こ と に 自

信 を つ け ， 機 会 が あ れ

ば 他 の 場 面 で も や ろ う

と す る 意 欲 を も つ

l
l
ll
l
l
l
コl
l
l
l
l
l
l

到　 達　 目　 標

の こ ぎ り の 種 頬 ， 各 部

の 名 称 ， 構 造 ， 働 き を

覚 え る

：の こ ぎ り の 選 択 の 仕 方

：を 理 解 して い る

ll
l
l

l
l
図 面 を 準 備 し ， 検 査 を

し な が ら 自 分 で の こ ぎ

り ぴ き が で き る

準 備 を し っ か り や っ た 自 分 は の こ ぎ り ぴ き に

対 し て ど の く ら い の 知

識 を 持 っ て い る か 頭 に

え か く

l
l
l
ll
l
l

の こ ぎ り の 点 検 ， 手 入

れ を して い つ で も 安 全

に 使 用 し た材 料 の 性 質 ， 材 料 に 応

じ た の こ ぎ り の 使 い 分

け が 説 明 で き る

l［の こ ぎ り ぴ き の 仕 方 を

：理 解 し て い る

l
l
ll
l

ll
l
仕 事 （作 業 ） を 最 後 ま

で や り 遂 げ る こ と が で

き る

自 分 は ど の く ら い の こ

と を 知 れ ば ， の こ ぎ り

び き が で き る か を 頑 に

え が く

l
l
l
ll
l
l

最 後 ま で や り 遂 げ た

あ さ り に つ い て 説 明 で

き る

：材 料 の 固 定 の 仕 方 を 理

：解 し て い る

l
l

l
l
材 料 の 固 定 が 的 確 に で

き る

後 始 末 を き っ ち り と や っ

た
の こ ぎ り び き の 手 順 を

自 分 で 頭 に え が く
l
ll
l
l

方　 向　 目　 標

の こ ぎ り の 切 削 角 度 ・

切 削 の 仕 組 み （理 論 ）

が 説 明 で き る

［加 工 不 良 の 判 断 が で き

［る

l
圧 コ 部 分 は 知 識 ・ 理

：解 と技 能 の オ ー バ ー ラ ッ

：プ す る と こ ろ で あ る
l
l

ll
l
l
l
1
1
1l
1
1
l
11
l
l
l

正 確 に で き る 合 理 的 に や ろ う と し て

い る

の こ ぎ り び き が う ま く

い か な い 時 ， ど の 時 点

で 止 め て ， ど こ ま で 修

正 し た ら よ い か を 見 定

め る

早 くで き る

工 夫 し よ う と して い る
ち み つ に で き る

の こ ぎ り の 使 い 分 け ，

調 整 が で き る
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3）単位時間における評価目標

①　単位時間に組み込む評価目標の構想

評価目標は，授業実践から到達目標，方向目標，体験目標を取り出すことができた。授業をす

るにはまず，教師は到達目標に目をやる必要がある。そのために，授業の骨子は到達目標毎に節

を作り，到達目標の完全習得を待って，発展的に方向目標，体験目標が達成できるように授業を

構成することにした。これらの節には，評価の観点領域としての知識理解，技能，生活に対する

関心態度が含まれるものである。以上の授業の骨子を第7図Aにまとめた。

第7図A　単位時間に組み込む評価目標の構想

第7図B　評価目標を取り入れた授業の構造（授業の節の内容）
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②　評価目標を取り入れた授業の構造

授業実践では，「のこぎり」を教具として，「のこぎりが意図的によく切れるのと切れないのと

を観察，体験させて」教材とし，第3表の目標が達成できることを内容として，授業をする場合

を想定して，第7図Bに授業の構造を示した。これは第6図の授業実践結果から，どの指導過

程でどの評価目標が達成できるかを吟味し，生徒の認識過程の考崇を取り入れて，授業の節の例

として，授業の構造を設定したものである。

③　評価目標のプロフィール例

この授業構造における評価はあくまでも過程の評価であり，診断的評価，形成的評価にあたる

ものである。教師は授業で以上のような診断的評価，形成的評価を累積し整理して，単元の終了

時点で総括的評価として，生徒の達成度及び習熟の様子，即ち発展性（たとえば，定着力，総合

力等）を評価している。したがって，総括的評価は結果の評価であり，到達目標，方向目標，体

験目標を総合し，評価の観点領域と結び付けなければならない。つまり，評価の観点領域のそれ

ぞれのプロフィール毎にいくつかのアイテムを整理してテストまたは観察した結果を得点化し，

度数分布表を作成し，中央値・標準偏差を基に尺度を決めて評価し，それを総合して指導要録の

「十分達成した」「達成していない」を決定していく必要がある。

総括的評価のプロフィールについては教育現場では定まったものがなく，現在の段階では，実

践としての様々なものがあり，積み上げが少なく今後の課題である。ここでは次の3つの評価の

観点領域別にプロフィールの例を評価目標と評価の観点との関連項目の考察を中心に，現在まで

の研究成東岩墓鎧示すことにした。

A　知識・理解

知識・理解の評価はペーパーテストを中心に行い得る。ペーパーテストは客観的場面テストと

して構成できる。知識のプロフィール例（第8図A）は客観的場面テストで行い得る問題の認

知構成九　資料解釈力，知識・原理の適用力から組み立てた。なお，ペーパーテストによって評

価できる知識の達成度は生徒の認知の度合から見て，「断片的な知識として正しく記憶ができて

いる」「重要点を的確に説明できている」「手順・操作分析・根拠が十分で，自分の作業状況が説
8）．9）

明できている」「作業をするにあたって，既習作業経験の積み上げの基にできている」とした。

B　技　　　能

技能の評価は教師評価（ペーパーテストや観察）の他に生徒の自己評価及び相互評価を中心に

行い得る。技能のプロフィール例（第8図B）は理解・知識の所有としての手段，方法，計画性

（これは作業企画，作業能率，仕事の量（速さ）をいう）及び行動としての正確さ（これは準備，

点検，材料・機械工具の選択，調整，操作，安定性の仕事の正確さをいう），安全性，巧緻性，

仕事の完遂（早さ），表現，創意工夫から組み立てた。

C　生活や技術に対する関心態度
7），10）

関心態度の評価は期待される生徒像としてのシンプトム（徴候）で行い得る。これについては

教師は長期の観察が必要で，最も測定しにくいものであるが，生徒の自己評価や生徒相互の観察

に基づく相互評価（ゲス・フー・テスト等）により達成度を察知することができる。関心態度の
7）

プロフィール例（第8図C）は勤労体験学習の要素の内，技術・家庭科担当教師の意識の一致点
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第8図　総括的評価のプロフィール例

3），10）

から組み立てた。

ま　　と　　め

技術科教育の評価は指導者のレベルと生徒のレベルの接点にあるとして評価の改善の方策を授

業における評価目標の構想の中で提示した。これは指導者のレベルでの指導事項の整理と生徒レ

ベルでの生徒の授業による変容との相関から実践的に割りだしたものである。以上の理論的な枠
Il）　　　　　　　　　　12）

組みにしたがい「評価尺度」や「ティームティーチング」について実践的な研究を進めているが，

これについては別稿に委ねる。

なお，評価の尺度については知識・理解，技能，生活や技術に対する関心態度といった3つの

評価の観点領域を基に，教師が学習効果と考えている事項を分類，分析することにより，客観化
11）

した規準を作成していくべきであるが，この点については研究途上にあり，今後の課題である。

（注）

1）文部省：学習指導要領，昭和33年10月，文部省告示第81号及び昭和44年4月，文部省告示第199号

及び昭和52年7月，文部省告示第156号及び平成元年3月，文部省告示第25号から技術科教育の方向

を探ってみると，「生活に必要なことを実践的体験的な学習を通して課題解決していけることを育成す

る」がうかがえる。

4）「操作能力」については，広岡亮蔵：学習過程の最適化　明治図書，1974，p．150に依ったものである。

広岡に依れば，体育及び技術・家庭科は技術教科として捉え，事物を処理したり改変したりする能力，

つまり操作能力を形成しようとする教科であるとしている。なお，操作能力については「狭い技能塾達

に止まってはならない。それは計画し，実施し，調整するとの広い操作能力である」ことが付記されて

いる。
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